
   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年相談センターの果たすべき役割 
 

 

青少年相談センター所長  小泉 勇 
 

 

日頃から青少年相談センターの事業にご理解と

ご協力いただき感謝申し上げます。 

私たちが総体として行っていることは、子ども

が笑顔で生活できるように、一人ひとりの個性や

心の有り様、置かれている環境などを見立て、そ

の状況に合わせてより良い生活を送れるよう、支

援することです。そのために教育相談や就学相談、

スクールソーシャルワーク、相談指導教室事業等

をすすめています。 

さて、不登校の子どもが通室している相談指導

教室にも学校と同じように卒業の日があります。

ある子が相談指導教室の卒業式で今までの自分の

生活を振り返り、「学校に行くことに固執していた

ときは最悪の状況だった。毎朝、登校することに

ついて親とけんかをして。そんな自分が本当にい

やだった。そのときは、このような場所があるこ

とを知らなかったけれど、ここがあったから私が

私でいることができた。」と涙交じりに語っていま

した。 

 青少年相談センターの役割は、一人でも多くの

子どもたちが笑顔で生活できるように伴走するこ

とです。選手はあくまで本人なので、「本人が一人

で人生を走ることができるように、その子の人生

の一部の伴走者として居ること」だと考えていま

す。 

 

 他方、子どもたちは、同世代の仲間と切磋琢磨

し、家族の一員として役割を持ち、地域社会の構

成員として活動に参画することを通して、自己を

確立し、他者との関係を学びます。 

 このことは、自明のことではありますが、情報

機器が発展し、より高度な情報社会になるにつ

れ、実存の他者との関係が希薄になっていること

が気がかりです。 

 私がおよそ１０年前に市内の中学生を対象に

とったアンケートでは「親友がいますか？」とい

う問いに対して「いる」と回答した子どもの割合

は以前の同様の調査よりも高い割合を示しまし

た。一方で「今の悩みは何ですか？」という問い

に対しては、以前は「勉強のこと」が最も多かっ

たのに対して、この調査では「友だちのこと」の

割合が最も多くなりました。 

つまり、昔は「親友」とは「最も気の許せる相

手」だったのに対して、今では「最も配慮の必要

な相手」に変容しています。 

 青少年相談センターでは、地域の民生児童委員

の方や保護司の方と連携会議を開催し、また、学

校や関係機関と連携を図りながら子どもを「学校

を含めた社会とつなげる」役割の一翼を担いたい

と考えています。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 
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Ｑ．相談指導教室ってどんなところ？            Ｑ．相談指導教室はどうしたら行けるの？   Ｑ．相談指導教室では誰が教えているの？ 

    

 

 

 

 
                 

 

 
 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．相談指導教室ではどんなことをするの？ 
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Ｑ．相談指導教室はどこにあるの？  Ｑ．フリースクールってどんなところ？ 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．学校は転校になるの？ 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．フリースクールを一度見学したいんだけど 

 

 

 

 

 

 

さまざまな学びの場 相談指導教室＆フリースクール 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ♪ある相談指導教室の一日♪ 

１０：００  活動開始 

１０：００～ 教科等の学習 

１２：００  昼食 

１３：００～ 体験活動、集団活動 

１４：５０  一日の振り返り 

１５：００  退室 

 

それぞれの相談指導教室には、児童・生徒の教育に深い理解を持ち、不

登校の支援について知識と経験を持つ室長をはじめとする専任のスタッ

フや青少年教育カウンセラーがついて、指導や支援を行っています。 

○･･･小学校相談指導教室   ●･･･中学校相談指導教室   ◎･･･小・中学校相談指導教室 

 他にも、調理実習やスポーツ 

活動、校外学習や市内のスポーツ

チームとの交流も行っています！        

 

◎かつら（相模湖相談室内） 

●大地（大野北中学校敷地内） 

○いずみ（センター内） 

●銀河（センター内）

い） 

○すばる（南相談室内） 

●若葉（南相談室内） ◎はるばやし（城山相談室） 

 相模原地区学校・フリースクール連携協議会に所属しているフリ

ースクールは、児童・生徒、保護者、教職員を対象に見学会を例年

実施しています。 

お問い合わせの際は、青少年相談センター内に置いてある 

「相模原フリースクール ネットワーク」のリーフレットをご覧くだ

さい。 

 現在所属する学校に在籍しながら、フリースクールで相談・指導

を受けることができるほか、一定の条件を満たしていれば、フリー

スクールで相談・指導を受けた日数を、所属している学校長の判断

で指導要録上の出席扱いとする場合があります。 

何らかの要因や背景により、学校に登校しない、あるいは、登校し

たくてもできない児童・生徒の居場所の確保や社会的な自立等に向け

た相談・指導を行う民間の施設です。 

施設の規模や指導内容・方法、相談・指導指導スタッフの人数等は、

フリースクールによってまちまちです。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

通室には、まず、保護者が児童・生徒とともに学校も

しくは相談室で継続して青少年相談センターの青少年教

育カウンセラーと相談を行っているということが前提と

なります。その上で、次のような流れで通室が始まります。 

 

通室希望の申し出 

↓ 

施設見学 

↓ 

室長・主事面接 

↓ 

通室手続・書類作成 

↓ 

通室判定 

↓ 

通室開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 相談指導教室では、学校との連携を大切にし、児童・生徒

の通室状況を学校の先生に報告するとともに、個々の状況に

応じた学校復帰や社会的自立支援に向けた指導及び援助を学

校と一緒に考えています。 

また、始業式や終業式、身体測定や学校祭等の学校行事に

は、できるだけ参加ができるよう、はたらきかけを行ってい

ます。 

学校から事前に相談室に連絡をして、通室生の承諾が得ら

れれば、学校の先生が相談指導教室を見学することも可能で

す。 

 

 

 

Ｑ．相談指導教室と学校との連携は？ 

 

様々な要因により、学校を長期にわたり欠席している児童・生徒に対し、

個々の状況に応じた学校復帰や社会的自立支援に向けた指導及び援助を行う

ことを目的として相模原市教育委員会が設置している通室制の教室です。 

 相模原市立小・中学校に在籍している児童・生徒の他、本市在住で本市の

義務教育諸学校に在籍している児童・生徒も受け入れています。 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

E メール相談 
（２４時間受付） 

相相談談指指導導教教室室・・連連携携事事業業にに参参加加ししままししたた！！ 

春、真新しいランドセルを背負って歩く１年生を見るたび

に、今年も就学相談が始まるな…という思いと共に、これま

でに就学相談で出会った子どもたちのことを思い出します。 

 就学相談で保護者や子どもたちと直接かかわれるのは入

学までの短い期間ですが、相談終了後も、学校に訪問した時

やその他いろいろな機会で、担当した子どもたちのその後の

様子を見たり、聞いたりできた時はとても嬉しく、やりがい

になっています。 

 今年も就学指導委員会が始まります。子どもたちの状況

も、保護者の抱える不安や悩みも皆、それぞれです。どうし

たらその気持ちに寄り添いながら、納得して就学先を決定し

ていけるか…本当に難しいと感じることも多いですが、みん

なが笑顔で入学の日を迎えられるよう、丁寧に相談を進めて

いきたいと思います。（Ｂ就学相談員） 

私の担当校では、小・中学校共に週に 1回、休み時

間に自由に来室できるよう、相談室を開放していま

す。過ごし方は様々。週に 1回だけ使える楽しさを見

出している子もいれば、ほんの一時だけ学校とも家庭

とも少し違った時間を求めている子、遊ぶ場所、相手

に困ることなく過ごせる日という安心感を得ている

子、休息を求めている子等々…。また、涙したり、イ

ライラしていたり、不安で一杯だったりしながら、相

談をしにくる子もいます。その子なりの方法で、精一

杯私に気持ちを伝えてくれます。「すっきりした」「こ

こはほっとするんだよな」「相談室の日だから頑張っ

て学校来れたよ」など、そんな子どもたちの言葉や姿

に出会う度、私にとっても大切な時間を過ごせる居場

所なのだと実感します。（Ａ青少年教育カウンセラー） 

ヤングテレホン相談 

℡042-755-2552 
月曜日～金曜日  １５時３０分～２１時 

土曜日      １３時～１７時 

※年末年始・祝祭日をのぞく、最終受付：終了１５分前 

対象：１９才以下の人とその保護者 

 

 

「「ほほっっととひひととここまま」」  
青少年教育カウンセラーと就学

相談員が、日々の心温まるひと時

について教えてくれました。 

 

その７０ 

 

＜三菱重工相模原ダイナボアーズとの交流＞ 

 ６月５日、ホームタウンのラグビーチームの「ダイナボアーズ」の協

力により、今年も選手のみなさんと相談指導教室に通う児童・生徒の交

流が実現しました。当日は、選手の技に歓声を上げたり、楕円形のボー

ルの扱いに悪戦苦闘しながら、夢中になってゲームに取り組んだりする

子どもたちの姿が見られました。 

 お昼の時間は、チームのご厚意で、クラブハウス内で選手のみなさん

と一緒に昼食を食べさせてもらったり、特別にトレーニングルームの中

を見学させてもらったりして、子どもたちも大満足の一日でした。 

＜ビッグママ・プロジェクトとの交流＞ 

６月１２日、音楽を通じてコミュニケーション力を向上させることを

目的としたパフォーマンス・ワークショップに参加しました。 

ワークショップでは、「ビッグママ・プロジェクト」によるバイオリン、

マンドリン、アコーディオン、フルートの演奏を聴いた後、参加者がハ

ンドベルを使った「きらきらぼし」の演奏に挑戦しました。参加者の児

童・生徒からは「学校の授業であまり聞いたことのない曲や歌以外の曲

が聞けてよかったです」、「最後のハンドベルが難しかったけど、みんな

で演奏できてとても楽しかったです」などという感想が聞かれました。 

 
 

 


